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Okayama University Hospital センターの活動に関してはホームページ 
（http://www.cc.okayama-u.ac.jp/）
をご覧下さい。

　がん、脳卒中、心疾患、肝炎、糖尿病等と診断を受けて、仕事のことで悩んだり、治療が落ち着いて復職を

する際に、仕事について相談できる窓口が院内にあることをご存じですか？

　総合患者支援センターでは、仕事と治療の両立に関する相談に対応しています。定期的な通院や、治療の

ための入院、自宅療養をしながら仕事を継続するための相談や活用できる制度、一旦退職したけれど病気

が落ち着いてきたので働きたいなど、仕事についての相談が可能です。

　昨年度からハローワーク岡山と岡山県社会保険労務士会による就労出張相談も始まり、専門の担当者と

相談する体制もできました。

　病気と仕事の両立や病気を抱えての再就職について悩んでおられる方がおられましたら当センターを

ご活用ください。（相談無料、ハローワーク岡山以外の相談は予約も必要ありません）

仕事と治療の両立や病気を抱えての
再就職に悩んでいる方へ

復職するのに
どんな準備が必要？

休職中の
　　お給料は？

今の病状や体力に
あった仕事を見つけたい。

就職活動で、企業に
病気の事を
伝えた方が良い？

ハローワーク岡山 出張相談（予約要）
相談日：毎週木曜日  
10時～16時
○症状、通院状況に配慮した求人を知りたい
○仕事復帰に関して相談したい
○職業訓練や就職支援セミナー情報を知りたい
○就職活動で、企業に病気の事を伝えるべきか迷っている

岡山県社会保険労務士会 出張相談
相談日：毎月  第2・第4  火曜日
13時～16時
○障害年金は利用できますか？
○通院しながら仕事を続けたい
○休職中のお給料は？
○復職前に会社に相談したい

岡山大学病院 総合患者支援センター（がん相談支援センター）
場　　所：外来診療棟１階　スターバックス前
受付時間：平日8：30～17：00



～地域医療連携部門からのお知らせ～

病診・病病連携（専門病院と地元医師の二人主治医制）の推進
　当院は、患者さんの同意をもとに、患者さんの診療情報を医療機関の間で共有し役立てる「晴れやかネット(岡山
県)」に参加しております。初診で来院された患者さんには、晴れやかネット同意書を配布し同意していただくこと
で、紹介元医療機関(かかりつけ医)に当院のカルテを開示(閲覧)する取組みをしております。当院で受けた各種検
査・画像等の診察情報を、かかりつけ医等と共有し、患者さんに地域での適切な診断・治療を受けていただくよう支
援しております。
　また、紹介元医療機関(かかりつけ医)において晴れやかネット同意書を提出された場合でも、本院の診療情報等
を開示(閲覧)する仕組みになっておりますので、積極的な活用をご検討いただけると幸甚です。
当院は、地域の「かかりつけ医」と連携し、病診・病病連携（専門病院と地元医師の二人主治医制）を推進しておりま
すので、ご理解、ご協力をお願いいたします。

医科と歯科の連携について―医療支援歯科治療部のご紹介
　岡山大学病院は、高度な医療の提供にあたって必要な歯科治療・口の管理を行うために、医科―歯科連携に特化
した「医療支援歯科治療部」を設置しています。これは全国的にみて先進的な取り組みで、医科―歯科連携で全国
のモデルとなる医療を提供しています。
　がん治療や臓器移植医療では体の抵抗力が落ち、むし歯や歯周病などから全身的な感染を来すことがあります。
がん化学療法では副作用で重度の口内炎ができることがよくあります。しっかりとした口の中の管理が必要です。
顎の骨を含む放射線療法では、照射部位の抜歯（親知らずも含む）を開始前に行っておく必要があります。抜歯後、
骨が治らなくなるためです。全身麻酔の手術では、人工呼吸管理のために気管内に管を挿入しますが、その操作に
あたって揺れている歯が取れないよう、また清潔な口にして肺炎の予防につながるよう、口の中の管理が必要
です。心臓血管外科の手術では一般に術後感染で口の細菌との関連が疑われるケースがあり、とりわけしっかりと
した歯科治療が手術前に必要です。あらゆる手術後、しっかり口から栄養が取れるかみ合わせを整えることも重要
です。義歯の作製や調整が手術後の体重の増加につながるケースが
あります。
　現在のところ、院内医科系診療科から紹介を頂き、受診していただ
くケースがほとんどです。様々な医科治療を受ける中でお口について
の相談等がございましたら，主治医にご相談いただくか、当治療部外
来(086-235-6818) にご連絡ください。初診受診は原則予約制と
なっております。

専門的な検査や
入院治療が必要な
場合に紹介

病状が安定したら
かかりつけ医に
その後の診療を依頼

難しい手術や先進的で高度な
医療を主に提供する特定機能病院

日常的な診療や病気になった
ときの初期医療を主に担当

かかりつけ医

感染管理をしっかり
行えるよう個室での
診療

感染管理をしっかり
行えるよう個室での
診療



患者図書室～オアシス～のご案内
　入院棟１１階に、患者さんやご家族の方が利用していただける患者図

書室があります。

　医療図書、児童書、一般書などそろえており、静かな空間でゆったりと

過ごしていただけるよう、閲覧テーブルやソファも備えています。また、

パソコンを設置していますので、病気のことを調べたり自己学習してい

ただくことができます。

　患者図書室を運営しているのはボランティアの方で、本の登録・貸し

出し管理をすべてされ、話題の本や闘病記などのコーナーを作ったり、

季節に応じて折り紙などでディスプレーもしています。折り紙やお手玉

などの展示もしてあり、患者様が少しでも心安らげる、温かい図書室に

なるよう工夫しています。

　　　　　　　開室時間　月～金曜日　１０～１５時（祝日除く）

入院棟11階　宿泊施設（ファミ－ユ）
患者さん・お見舞いの方の休憩所（スカイラウンジ）のご案内

　岡山大学病院の入院棟11階に、長期入院する小児患者のご家族等のための宿泊施設と患者さんやご家族

が利用出来る休憩所を備えたスペースがオープンしました。皆さま、ぜひご利用下さい。

報告　第14回国立大学医療連携・退院支援関連部門連絡協議会
　2017年7月7日(金)～8日(土)に、千葉大学西千葉キャンパスに於いて、第14回国立大学病

院医療連携・退院支援部門連絡会議が開催されました。今回のテーマは「大学病院を取り巻

く諸問題」であり、大学病院は、高度な医療を実践できる医療人材の養成とともに、地域や地

域の医療機関とともに連携し、地域医療に密着し、これまで以上に地域医療を支える医療人材の養成が必要

であることを認識しました。また、「がん患者の就労支援」「地域連携部門における災害対策」「退院支援の強

化に向けた人材教育」「大学病院における入退院支援の質」について分科会でグループワークを行いました。

　医療連携・退院支援部門として、入退院の質の確保、院内・院外からの信頼を構築し、緊密な連携作り、部門

を担う人材育成を目指していくことを再認識しました。

宿泊施設　ファミーユ
小児（16歳未満）の患者さんの付き添いの方の宿泊施設
ご予約や費用など問い合せ先 管理室：086-235-7891

ファミーユには
共有キッチンも
あります



　このたび、７月１日付けの人事異動により医療連携担当に着任しました黒坂と申します。
　これまで医事課の業務経験はありませんので、皆様へご迷惑をおかけする部分も多々ある
かと思いますが、日々努力していきたいと考えております。
　どうぞよろしくお願い申し上げます。

新職員の紹介

桃太郎がんメディカルカフェのご案内
　

　桃太郎がんメディカルカフェとは、がん患者さんやご家族だけでなく、医療従事者も含む市民が参加者として集い、
それぞれ対等な立場で心の豊かさや人生観、生き方について自由に語り、交流する場です。どなたでもご自由にご参加
いただけます。関心のある方、初めての方もご遠慮なく下記までお問い合わせください。
■日　時：平成29年12月7日（木）13：30～15：30（受付13：00～時間内であれば何時でも出入り自由です）
■場　所：岡山大学病院　マスカットキューブ3階
■対　象：がん患者・家族、医療スタッフ、学生、その他関心のある方（岡山大学病院以外への通院中の方もご参加いただけます）
■参加費：お茶代として100円
■お問い合わせ・お申し込み先：岡山大学病院　総合患者支援センター　℡086－235－7744
　　＊当日受付も可能ですが、できるだけ事前にお申し込みください。

岡山県がん診療連携拠点病院公開講座のお知らせ
　

　本講座は、岡山県がん診療連携拠点病院とそのがん相談支援センターの役割を広く周知することを目的に毎年
開催し、今回で11回目になります。今年度は、訪問看護師として地域でひとりひとりの方に寄り添う支援を実践して
こられた秋山正子先生を講師にお迎えし、講演会を予定しております。この講演を通して、本人や家族が住み慣れた
地域で最期まで安心して暮らすことのできる地域づくりについて、参加者と共に考える機会にしたいと思います。多く
の皆様のご参加をお待ちしております。

★日時 ： 平成30年1月28日（日）13：00～15：30（12：30～受付開始）
★会場 ： Jホール（Junko  Fukutake  Hall）  岡山市北区鹿田町2-5-1　岡山大学病院内
★講演 ： ｢がんとともに歩む力を～どんな時にも命は輝く～」　
　講師 ： 暮らしの保健室 室長・マギーズ東京 センター長　秋山 正子先生　
★お問い合わせ先 ： 岡山大学病院　医事課診療支援担当　℡086－235－7072

　当院では、患者さんが安心して治療を受けることができるように、病院ボランティアさんが活動しています。
一緒に活動して下さる仲間を募集します。

＊外来案内
　活動時間：毎週月～金曜日 8時半～12時
　外来受付の説明、院内のご案内、
　介助など行っています。

＊園芸
　活動時間：毎月第1・３金曜日
　　　　　 10時～12時
　庭の花植え、手入れなどの庭づくりを
　行っています。

＊患者図書室
　活動時間：毎週月～金曜日 10時～１５時
　本の貸し出し、病棟への移動図書を
　行っています。

＊子どもの遊び相手
　活動時間：毎月第3月曜日　14時半～16時
　小児科に入院中のお子さんに読み聞かせや
　工作をしたりします。

募集期間：平成２9年１０月1日～１１月30日（年２回　春秋に募集）
＊１６歳以上で一定期間の活動が可能な方にお願いしています。
＊詳細は総合患者支援センターまでお問い合わせください。

病院ボランティア募集のご案内


